研究論文 「移動する子ども」は他者との関わりの中でことばとアイデンティティをどのように形成しているか 幼少期より日本で成長したある高校生の事例から by 太田 裕子


































                                                
* 早稲田大学オープン教育センター（E メール：yuko_ota@aoni.waseda.jp） 
1 「移動する子ども」は川上（2010b）が提唱した分析概念で，次の三つの条件を持つ。「空間
的に移動する」，「言語間を移動する」，「言語教育カテゴリー間を移動する」である。 
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5,325 人で，全体の 18.7%を占める。2009 年度と比べると，2.8%増加している。特に中学
校においては，5 年以上在籍している児童生徒は 29.6%（8,012 人中 2,375 人）で最も多く，










達していない状況を意味する」（p. 1）。その上で，「異言語環境で育つ幼児（2～5 歳）の 2












































































































本稿で注目するのは，高校 2 年生の浩二である（2012 年 3 月現在）。浩二は日本人の父











浩二が高校に入学した 2010 年の 4 月である。その後は，年賀状のやりとりが続いていた。
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浩二のライフストーリー（太田，2011）を振り返ってみよう。 
4．1．2．小学校 4 年までの経験 
低体重児として誕生した浩二は，体の発育もことばの発達も遅かった。生後 6 カ月間を








変化が影響して，「3 歳の時に『しゃべるはやっと 1 歳』というほど，ことばの発達が遅れ
てしまった」（p. 7）。 

















「ことばの教室行ってみたらどうですか」とか。 （pp. 8-9） 
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